
 

 

 

 

 

 

 

  小学生～大学生調査結果   
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２ 小学生・中学生・高校生・大学生 

※ 学校間で重複する設問については結果をまとめて掲載しています。学校ごとの設問番号は設問

のあとに掲示しています。 

 

１．あなたの性別は。＜小学校（以下「小」）・中学校（以下「中」）・高校（以下「高」）・大学（以下「大」）すべて問１＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．あなたは、何年生（何回生）ですか。＜高問２・大問２＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

N =

高校生 604 55.8 44.0 0.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

中学生 415 46.7 50.1 3.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

小学生 492 53.745.3 1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

45.3 53.7 1.0
0% 20% 40% 60% 80% 100%

女子 男子 無回答

N =

大学生 220 42.7 56.8 0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

高校生 604 13.7 19.7 66.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

大学生 220 10.9 16.8 53.6 10.0

2.3

6.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１年生 ２年生 ３年生 無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１回生 ２回生 ３回生 ４回生 ５回生 ６回生以上 無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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３．あなたは、家でどのようなことをしていますか。（○はいくつでも）          
＜小問２・中問２・高問３＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「している」割合が高いものは、小学生では女子は「自分の部屋のそうじ」53.4％、男子は「ふ

ろそうじ」42.0％となっています。中学生と高校生は男女とも「自分の部屋の掃除」が高く、中学

女子 62.9％、中学男子 46.2％、高校女子 52.8％、高校男子 54.1％となっています。 

％

買い物

食事のしたく

食事のあとか
たづけ

自分の部屋の
そうじ

自分の部屋以
外のそうじ

ふろそうじ

ゴミ出し

洗たく

きょうだいの世
話

ペットや植物
の世話

家の仕事の手
伝い

その他

無回答

21.5

41.3

47.1

53.4

22.0

35.0

30.9

22.4

30.5

30.5

47.5

6.3

2.2

22.7

36.0

39.0

34.5

18.6

42.0

36.0

11.0

20.8

22.0

38.3

16.7

3.4

0 20 40 60 80

0 10 20 30 40 50 60 70 80

女　子（N = 223)

男　子（N = 264)

％

買い物

食事のしたく

食事のあとか
たづけ

自分の部屋の
掃除

自分の部屋以
外の掃除

ふろ掃除

ゴミ出し

洗濯

きょうだいの世
話

ペットや植物
の世話

家の仕事の手
伝い

その他

無回答

22.2

33.5

45.9

62.9

14.9

34.5

21.1

23.7

18.0

32.5

32.5

4.6

5.7

23.6

31.3

39.9

46.2

13.0

38.9

28.8

20.7

21.2

25.5

34.6

5.8

7.7

0 20 40 60 80
％

買い物

食事のしたく

食事の後片付
け

自分の部屋の
掃除

自分の部屋以
外の掃除

ふろ掃除

ゴミ出し

洗濯

きょうだいの世
話

ペットや植物
の世話

家の仕事の手
伝い

その他

無回答

19.9

34.4

45.1

52.8

13.4

26.4

13.9

22.3

12.8

24.6

22.6

5.3

5.9

20.3

19.5

35.7

54.1

7.5

30.5

20.3

12.4

12.8

16.9

21.4

8.3

8.6

0 20 40 60 80

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

女　子（N = 194)

男　子（N = 208)

0 10 20 30 40 50 60 70 80

女　子（N = 337)

男　子（N = 266)

【小学生】 【中学生】 【高校生】 
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４．家で、おもに家事（料理・掃除・洗濯・子育てなど）をしているのはだれですか。    

（○はいくつでも）＜小問３・中問３・高問４＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「おもに家事（料理・掃除・洗濯・子育て）をしている」のは、いずれの年代でも男女ともに

「母」の割合が高く（小学女子 95.5％、小学男子 93.9％、中学女子 91.8％、中学男子 96.2％、

高校女子 95.0％、高校男子 95.1％）、次いで「父」（小学女子 32.7%、小学男子 32.2％、中学女

子 18.6％、中学男子 21.6％、高校女子 12.8％、高校男子 14.3％）となっています。 

 

 

 

 

％

父

母

兄

姉

自分

弟

妹

祖父

祖母

その他の
人

無回答

12.8

95.0

0.9

3.0

10.1

1.2

4.5

0.9

6.8

0.3

0.0

14.3

95.1

0.8

3.4

6.4

1.9

3.4

1.9

5.6

0.0

1.1

0 20 40 60 80 100

【小学生】 【中学生】 【高校生】 

％

父

母

兄

姉

自分

弟

妹

おじいさん

おばあさん

その他の
人

無回答

32.7

95.5

1.3

5.8

17.9

0.4

1.8

3.6

15.2

0.9

0.0

32.2

93.9

4.5

8.0

18.6

3.8

4.2

3.8

11.7

0.0

0.0

0 20 40 60 80 100

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

女　子（N = 223)

男　子（N = 264)

％

父

母

兄

姉

自分

弟

妹

祖父

祖母

その他の
人

無回答

18.6

91.8

3.1

4.1

9.3

0.5

3.1

3.1

8.8

0.5

0.5

21.6

96.2

2.4

6.3

9.1

2.9

5.8

1.4

10.6

1.9

1.0

0 20 40 60 80 100

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

女　子（N = 194)

男　子（N = 208)

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

女　子（N = 337)

男　子（N = 266)
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５．あなたは、料理・掃除・洗濯などの家事は、だれがするのが一番よいと思いますか。

（○は１つ）＜小問４・中問４・高問５・大問３＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「女の人が主にするのがよい」は、小学生は女子 22.9％、男子 23.9％、中学生は女子 14.4％、

男子 22.1％、高校生は女子 6.8％、男子 18.8％、大学生は女性 9.6％、男性 18.4％となっていま

す。「男の人と女の人が協力してするのがよい」は、小学生は女子 59.6％、男子 50.8％、中学生

は女子 63.9％、男子 54.3％、高校生は女子 78.9％、男子 57.5％、大学生は女性 86.2％、男性

64.8％となっています。 

 

 

【小学生】 N =

女　子 223

男　子 264

1.9

1.3

23.9

22.9

50.8

59.6

18.9

12.6

3.4

3.6

1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【中学生】 N =

女　子 194

男　子 208

1.4

22.1

14.4

54.3

63.9

18.3

14.9

2.9

5.7

1.0

1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【高校生】 N =

女　子 337

男　子 266

0.8

18.8

6.8

57.5

78.9

13.2

8.0

8.6

5.9

1.1

0.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【大学生】 N =

女　性 94

男　性 125

3.2

1.1

18.4

9.6

64.8

86.2

5.6

1.1

6.4

2.1

1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男の人が
主にする
のがよい

女の人が
主にする
のがよい

男の人と
女の人が

協力してする
のがよい

わからない その他 無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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６．あなたは、子どもが小さいときの子育ては、だれがするのが一番よいと思いますか。 

（○は１つ）＜小問５・中問５・高問６・大問４＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「女の人が主にするのがよい」は、小学生は女子 25.1％、男子 26.1％、中学生は女子 17.0％、

男子 22.1％、高校生は女子 10.4％、男子 19.9％、大学生は女性 8.5％、男性 20.0％となってい

ます。「男の人と女の人が協力してするのがよい」は、小学生は女子 63.2％、男子 56.1％、中学

生は女子 72.2％、男子 61.5％、高校生は女子 83.1％、男子 66.5％、大学生は女性 87.2％、男性

73.6％となっています。 

 

【中学生】 N =

女　子 194

男　子 208

1.0

0.5

22.1

17.0

61.5

72.2

12.0

8.8

1.9

1.5

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【小学生】 N =

女　子 223

男　子 264

2.7

0.9

26.1

25.1

56.1

63.2

12.9

4.9

1.5

4.0

0.8

1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【高校生】 N =

女　子 337

男　子 266

0.3

19.9

10.4

66.5

83.1

9.4

4.2

3.0

2.1

1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

0.20.3 14.610.419.9 75.883.166.5 6.54.29.4 2.52.13.00.51.1
0% 20% 40% 60% 80% 100%

男の人が主にするのがよい
女の人が主にするのがよい
男の人と女の人が協力してするのがよい
わからない
その他
無回答

【大学生】 N =

女　性 94

男　性 125

0.8

2.1

20.0

8.5

73.6

87.2

2.4 3.2

1.1

1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男の人が
主にする
のがよい

女の人が
主にする
のがよい

男の人と
女の人が

協力してする
のがよい

わからない その他 無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%



Ⅲ 調査結果（小学生～大学生） 

128 

 

７．あなたは、お金を稼ぐ仕事を、だれがするのが一番よいと思いますか。（○は１つ）   
＜小問６・中問６・高問７・大問５＞     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「男の人が主にするのがよい」は、小学生は女子 38.6％、男子 53.0％、中学生は女子 31.4％、

男子 51.0％、高校生は女子 22.6％、男子 41.4％、大学生は女性 16.0％、男性 45.6％となってい

ます。「男の人と女の人が協力してするのがよい」は、小学生は女子 47.1％、男子 35.2％、中学

生は女子 54.6％、男子 32.7％、高校生は女子 66.5％、男子 37.2％、大学生は女性 73.4％、男性

40.8％となっています。 

 

 

 

 

【小学生】 N =

女　子 223

男　子 264 53.0

38.6

0.8

0.4

35.2

47.1

9.5

11.2

0.8

1.3

0.8

1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【中学生】 N =

女　子 194

男　子 208 51.0

31.4

1.0

1.0

32.7

54.6

11.5

10.3

3.4

2.1

0.5

0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【高校生】 N =

女　子 337

男　子 266 41.4

22.6

37.2

66.5

13.9

7.1

5.3

3.6

1.9

0.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

30.822.6 41.4 0.2 0.4 53.566.537.2 10.17.113.9 4.53.65.31.00.31.9
0% 20% 40% 60% 80% 100%

男の人が主にするのがよい
女の人が主にするのがよい
男の人と女の人が協力してするのがよい
わからない
その他
無回答

【大学生】 N =

女　性 94

男　性 125 45.6

16.0

1.6

40.8

73.4

3.2

5.3

8.8

5.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男の人が
主にする
のがよい

女の人が
主にする
のがよい

男の人と
女の人が

協力してする
のがよい

わからない その他 無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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８．次の（１）～（４）について、あなたは家の人（保護者）からどのように育てられて

きたと思いますか。（○はそれぞれ１つ）＜小問７・中問７・高問９・大問６＞ 

（１）一生懸命に勉強するようにと言われてきた（小・中・高・大すべて（１）） 

 

 

 

 

〈女子（女性）〉    〈男子（男性）〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

『そう思う』（「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」の合計）は、小学生は女子 81.2％、

男子 84.5％、中学生は女子 68.0％、男子 75.0％、高校生は女子 59.1％、男子 64.3％、大学生は

女性 73.4％、男性 61.6％となっています。 

 

 

 

（２）料理・掃除・洗濯などの家事ができるように教えられてきた 

（小（２）・中（３）・高（３）・大（３）） 

 

 

 

〈女子（女性）〉    〈男子（男性）〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『そう思う』は、小学生は女子 83.8％、男子 68.6％、中学生は女子 75.3％、男子 60.1％、高

校生は女子 69.1％、男子 57.1％、大学生は女性 69.1％、男性 60.0％となっています。 

そう思う
どちらかといえ

ばそう思う
どちらかといえ
ばそう思わない

そう思わない 無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

小学生 223

中学生 194

高校生 337

大学生 94

31.4

27.8

22.0

41.5

49.8

40.2

37.1

31.9

12.1

23.2

27.9

19.1

8.2

4.9

7.4

12.8

0.5

1.8

0.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%
N =

264

208

266

125

（１）
一生懸命
に勉強す
るように
と言われ
てきた

44.7

42.3

24.1

31.2

39.8

32.7

40.2

30.4

8.7

14.4

16.5

22.4

9.1

4.5

16.0

16.9

1.4

2.3

2.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

小学生 223

中学生 194

高校生 337

大学生 94

40.8

26.3

25.8

28.7

43.0

49.0

43.3

40.4

11.7

20.1

22.3

22.3

4.1

2.7

8.5

8.0

0.5

1.8

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%
N =

 264

 208

 266

 125

（２）
料理・そ
うじ・洗
たくなど
の家事が
できるよ
うに教え
られてき
た

25.4

30.3

18.0

20.0

43.2

29.8

39.1

40.0

22.7

25.0

31.6

21.6

13.5

6.8

18.4

9.4

1.4

1.9

1.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う
どちらかといえ

ばそう思う
どちらかといえ
ばそう思わない

そう思わない 無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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（３）どんなときでも暴力をふるうことはいけないと教えられてきた 

（小（３）・中（４）・高（４）・大（４）） 

 

 

 

〈女子（女性）〉    〈男子（男性）〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『そう思う』は、小学生は女子 87.0％、男子 84.9％、中学生は女子 78.9％、男子 68.8％、高校生は

女子 75.7％、男子 71.4％、大学生は女性 79.8％、男性 77.6％となっています 

 

 

 

 

（４）自分の進路を自分で決めるようにと言われてきた（決めさせてくれた） 

（中（２）・高（２）・大（２）） 

 

 

 

〈女子（女性）〉      〈男子（男性）〉 

 

 

 

 

 

 

 

『そう思う』は、中学生は女子 78.3％、男子 79.8％、高校生は女子 93.2％、男子 90.6％、大

学生は女性 76.6％、男性 81.6％となっています。 

N =

小学生 223

中学生 194

高校生 337

大学生 94

58.3

36.6

40.4

43.6

28.7

42.3

35.3

36.2

8.5

14.9

18.1

12.8

4.6

3.1

6.4

5.3

1.5

1.3

1.1

0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100% N =

 264

 208

 266

 125

（３）
どんなと
きでも暴
力をふる
うことは
いけない
と教えら
れてきた

53.8

26.0

37.2

46.4

31.1

42.8

34.2

31.2

8.0

16.8

19.5

12.8

7.1

9.6

4.9

12.5

1.9

2.3

1.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う
どちらかといえ

ばそう思う
どちらかといえ
ばそう思わない

そう思わない 無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

 208

 266

 125

（４）
自分の進
路を自分
で決める
ようにと
言われて
きた

40.4

64.7

56.8

39.4

25.9

24.8

12.0

6.0

10.4

1.9

6.3

8.0

1.5

1.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%
N =

中学生 194

高校生 337

大学生 94

27.3

67.7

46.8

51.0

25.5

29.8

13.9

16.0

5.01.2

6.7

7.4

0.6

1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う
どちらかといえ

ばそう思う
どちらかといえ
ばそう思わない

そう思わない 無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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９．あなたは、たとえば「男の子は強く」や「女の子は優しく」など、「男は○○」、「女

は○○」のように言われたことがありますか。（○は１つ）＜小問８・中問８・高問８・大問７＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『言われる（言われた）』（「よく言われる（言われた）」と「ときどき言われる（言われた）」の

合計）は、小学生は女子 51.5％、男子 44.7％、中学生は女子 56.2％、男子 44.7％、高校生は女子

66.5％、男子 57.6％、大学生は女性 66.0％、男性 53.6％となっています。 

【大学生】 N =

女　性 94

男　性 125 24.8

18.1

28.8

47.9

32.0

24.5

12.8

9.6

1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【小学生】 N =

女　子 223

男　子 264 15.5

7.6

29.2

43.9

31.4

26.9

22.3

19.3

1.5

2.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【中学生】 N =

女　子 194

男　子 208 13.9

13.9

30.8

42.3

28.4

27.8

24.0

14.4

2.9

1.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

14.013.913.9 35.442.330.8 28.4 27.828.4 19.814.424.0 2.41.52.9
0% 20% 40% 60% 80% 100%

よく言われる（言われた）
ときどき言われる（言われた）
あまり言われない（言われなかった）
まったく言われない（言われなかった）
無回答

【高校生】 N =

女　子 337

男　子 266 21.1

19.3

36.5

47.2

23.7

23.7

16.9

9.2

1.9

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

よく言われる
（言われた）

ときどき言われ
る（言われた）

あまり言われ
ない（言われな

かった）

まったく
言われない
（言われな
かった）

無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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９．で「よく言われる（言われた）」「ときどき言われる（言われた）」と答えた人にお聞きします。 

10．どんなことについて言われたことがありますか。（○はいくつでも）          
＜小問８-１・中問８-１・高問８-１・大問７-１＞ 

※ 下のグラフは、「言われる」と「よく言われる」と回答した人を 100％としています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『言われる（言われた）』割合が高い順に、小学生では、女子は「言葉づかい」70.4％、「整理整

とん」40.9％、男子は「言葉づかい」46.6％、「勉強」41.5％となっています。中学生では、女子

は「言葉づかい」72.5％、「服装・身だしなみ」54.1％、男子は「言葉づかい」52.7％、「勉強」44.1％

となっています。高校生では、女子は「言葉づかい」69.6％、「座り方」51.8％、男子は「性格」

51.6％、「言葉づかい」と「泣いたとき」がともに 26.8％となっています。大学生では、女性は「言

葉づかい」83.9％、「服装・身だしなみ」61.3％、男性は「服装・身だしなみ」43.3％、「性格」38.8％

となっています。 

 

 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

女　性（N = 62)

男　性（N = 67)

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

女　子（N = 224)

男　子（N = 153)

【小学生】 【中学生】 【高校生】 【大学生】 

％

言葉づか
い

服そう・み
だしなみ

性格

整理整と
ん

手伝い

食事の仕
方

すわり方

歩き方

勉強

テレビ番
組

友だち関
係

家に帰る
時こく

スポーツ

お金の使
い方

泣いたと
き

その他

無回答

70.4

39.1

37.4

40.9

35.7

27.8

33.9

14.8

24.3

3.5

30.4

32.2

5.2

23.5

9.6

6.1

0.9

46.6

13.6

26.3

31.4

29.7

20.3

11.9

3.4

41.5

5.9

26.3

25.4

24.6

29.7

32.2

12.7

0.8

0 20 40 60 80 100

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

女　子（N = 115)

男　子（N = 118)

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

女　子（N = 109)

男　子（N = 93)

％

言葉づか
い

服装・身
だしなみ

性格

整理整と
ん

手伝い

食事の仕
方

座り方

歩き方

勉強

テレビ番
組

友だち関
係

家に帰る
時刻

スポーツ

お金の使
い方

泣いたと
き

その他

無回答

72.5

54.1

34.9

40.4

33.0

25.7

50.5

16.5

24.8

2.8

26.6

33.9

1.8

15.6

4.6

1.8

52.7

39.8

43.0

40.9

36.6

25.8

16.1

11.8

44.1

9.7

31.2

25.8

30.1

34.4

19.4

5.4

6.5

0 20 40 60 80 100
％

言葉づか
い

服装・身
だしなみ

性格

整理整頓

手伝い

食事の仕
方

座り方

歩き方

勉強

テレビ番
組

友だち関
係

家に帰る
時刻

スポーツ

お金の使
い方

泣いたと
き

その他

無回答

83.9

61.3

37.1

41.9

48.4

41.9

59.7

35.5

11.3

6.5

14.5

46.8

4.8

16.1

8.1

3.2

0.0

37.3

43.3

38.8

19.4

19.4

25.4

19.4

16.4

26.9

6.0

22.4

13.4

13.4

20.9

28.4

7.5

1.5

0 20 40 60 80 100
％

言葉づか
い

服装・身
だしなみ

性格

整理整と
ん

手伝い

食事の仕
方

座り方

歩き方

勉強

テレビ番
組

友だち関
係

家に帰る
時刻

スポーツ

お金の使
い方

泣いたと
き

その他

無回答

69.6

45.1

41.1

33.9

33.5

20.5

51.8

18.8

7.1

0.4

6.3

34.8

2.7

3.1

1.8

3.1

0.4

26.8

22.2

51.6

16.3

12.4

9.8

8.5

4.6

20.3

2.6

17.0

7.8

15.0

9.8

26.8

3.9

5.9

0 20 40 60 80 100
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11．それはだれに言われましたか。（○はいくつでも）＜小問８-２・中問８-２・高問８-２・大問７-２＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

割合が高い順に、小学生では、女子は「母」87.0％、「父」47.8％、「おばあさん」20.0％、男子

は「母」77.1％、「父」59.3％、「おばあさん」17.8％となっています。中学生では、女子は「母」

87.2％、「父」40.4％、「祖母」26.6、男子は「母」78.5％、「父」66.7％、「祖父」16.1％となって

います。高校生では、女子は「母」78.1％、「父」42.0％、「祖母」22.8％、男子は「母」56.2％、

「父」45.1％、「友人」17.0％となっています。大学生では、女性は「母」72.6％、「祖母」38.7％、

「父」35.5％、男性は「母」65.7％、「父」47.8％、「祖父」19.4％となっています。 

 

 

【小学生】 【中学生】 【高校生】 【大学生】 
％

父

母

きょうだい

おじいさん

おばあさん

友だち

保育所（園）・
幼稚園の先生

小学校の先生

近所の人

親せき

その他

無回答

47.8

87.0

10.4

7.0

20.0

4.3

2.6

5.2

3.5

5.2

1.7

1.7

59.3

77.1

9.3

16.1

17.8

7.6

4.2

9.3

1.7

5.9

2.5

3.4

0 20 40 60 80 100

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

女　子（N = 115)

男　子（N = 118)

％

父

母

きょうだい

祖父

祖母

友だち

保育所（園）・
幼稚園の先生

小学校・中学
校の先生

近所の人

親せき

その他

無回答

40.4

87.2

12.8

8.3

26.6

5.5

1.8

10.1

0.9

5.5

2.8

1.8

66.7

78.5

15.1

16.1

14.0

6.5

2.2

12.9

3.2

8.6

2.2

5.4

0 20 40 60 80 100
％

父

母

きょうだい

祖父

祖母

友人

保育所（園）・
幼稚園の先生

小学校・中学
校の先生

高校の先生

近所の人

親戚

その他

無回答

42.0

78.1

8.5

5.8

22.8

20.1

3.1

2.2

0.4

4.0

1.3

2.2

45.1

56.2

10.5

11.1

13.7

17.0

3.3

9.2

3.3

2.6

9.2

5.9

7.8

0 20 40 60 80 100

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

女　子（N = 224)

男　子（N = 153)

％

父

母

きょうだい

祖父

祖母

友人

保育所（園）・
幼稚園の先生

小学校・中学
校の先生

高校の先生

大学の先生

近所の人

親戚

その他

無回答

35.5

72.6

14.5

9.7

38.7

16.1

6.5

16.1

8.1

3.2

8.1

9.7

3.2

0.0

47.8

65.7

9.0

19.4

17.9

10.4

7.5

11.9

3.0

3.0

1.5

3.0

6.0

4.5

0 20 40 60 80 100

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

女　性（N = 62)

男　性（N = 67)

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

女　子（N = 109)

男　子（N = 93)
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12．あなたは言われたとき、どのような気持ちになりましたか。（○は１つ）         
＜小問８-３・中問８-３・高問８-３・大問７-３＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「いやな気持ちがした」は、小学生は女子9.6％、男子12.7％、中学生は女子21.1％、男子11.8％、

高校生は女子 29.0％、男子 17.6％、大学生は女性 25.8％、男性 13.4％となっています。「そのと

おりだと思った」は、小学生は女子 55.7％、男子 60.2％、中学生は女子 36.7％、男子 47.3％、高

校生は女子 21.4％、男子 22.2％、大学生は女性 30.6％、男性 40.3％となっています。 

【小学生】 N =

女　子 115

男　子 118 12.7

9.6

60.2

55.7

15.3

27.0

8.5

2.6

3.4

5.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【中学生】 N =

女　子 109

男　子 93 11.8

21.1

47.3

36.7

32.3

36.7

4.3

3.7

4.3

1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

16.621.111.8 41.036.747.3 35.136.732.3 4.43.74.3 2.91.84.3
0% 20% 40% 60% 80% 100%

いやな気持ちがした その通りだと思った 何とも思わなかった

その他 無回答

【高校生】 N =

女　子 224

男　子 153 17.6

29.0

22.2

21.4

50.3

43.8

6.5

5.4

3.3

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

24.329.017.6 22.021.422.2 46.343.850.3 5.85.46.5 1.60.43.3
0% 20% 40% 60% 80% 100%

いやな気持ちがした その通りだと思った 何とも思わなかった

その他 無回答

【大学生】 N =

女　性 62

男　性 67 13.4

25.8

40.3

30.6

34.3

40.3

9.0

3.2

3.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

いやな気持ち
がした

そのとおりだと
思った

なんとも思わな
かった

その他 無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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13．あなたは、自分が男子または女子に生まれたことをどう思いますか。（○は１つ）     
＜小問 10・中問 12・高問 17・大問 19＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「よかったと思っている」は、小学生は女子 70.0％、男子 78.4％、中学生は女子 47.4％、男子

70.7％、高校生は女子 53.7％、男子 61.7％、大学生は女性 53.2％、男性 53.6％となっています。

「ちがうほうがよかったと思っている」は、小学生は女子 5.4％、男子 3.0％、中学生は女子 11.9％、

男子 1.4％、高校生は女子 8.0％、男子 2.6％、大学生は女性 6.4％、男性 1.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

【小学生】 N =

女　子 223

男　子 264 78.4

70.0
3.0

5.4

15.5

21.1

3.0

3.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【中学生】 N =

女　子 194

男　子 208 70.7

47.4

1.4

11.9

24.5

38.1

3.4

2.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【高校生】 N =

女　子 337

男　子 266 61.7

53.7

2.6

8.0

31.6

36.8

4.1

1.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【大学生】 N =

女　性 94

男　性 125 53.6

53.2
1.6

6.4

35.2

31.9

9.6

8.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

53.653.253.6 3.66.41.6 33.631.935.2 9.18.59.6
0% 20% 40% 60% 80% 100%

よかったと思っている 違う方がよかったと思っている

どちらともいえない 無回答

よかったと
思っている

ちがうほうが
よかったと
思っている

どちらとも
いえない

無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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14．あなたは、男女交際について次の（１）～（７）のような関係をどのように思います

か。（○はそれぞれ１つ）＜中問９・高 10＞ 

 

 

 

 

〈女子〉        〈男子〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

N =

中学生 194

高校生 337

82.5

86.6

14.9

12.5 0.9

2.6

0% 20% 40% 60% 80% 100% N =

208

266

（１）
メールの
返信が遅
いといつ
も怒る

71.2

79.7

25.5

18.8 1.5

3.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

中学生 194

高校生 337

91.8

95.8

3.3

5.7

0.9

2.6

0% 20% 40% 60% 80% 100% N =

208

266

（２）
メールを勝
手に見た
り、メール
アドレスを
勝手に消し
たりする

88.0

91.4

9.1

7.1 1.5

2.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

中学生 194

高校生 337

82.0

86.9

14.4

12.5 0.6

3.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%
N =

208

266

（３）
だれとど
こにいた
のか、し
つこく聞
く

76.4

80.8

21.2

17.7 1.5

2.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

中学生 194

高校生 337

89.7

92.9

7.7

6.5 0.6

2.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%
N =

208

266

（４）
友人とのつ
きあいをい
やがった
り、禁止し
たりする

83.2

87.2

14.4

11.3 1.5

2.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

中学生 194

高校生 337

86.1

92.3

11.9

7.1 0.6

2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%
N =

208

266

（５）
言うこと
を聞かな
いと不機
嫌になる

76.0

79.7

21.6

18.4 1.9

2.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

中学生 194

高校生 337

95.4

96.4

2.1

2.7

2.6

0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%
N =

208

266

（６）
相手がいや
がっている
のに無理や
りキスした
り、体をさ
わったりす
る

94.2

91.4 7.1

3.4

1.5

2.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

中学生 194

高校生 337

95.4

96.1
3.0

2.6

0.9

2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%
N =

208

266

（７）
別れ話をして
もしつこくつ
きまとった
り、いやな内
容のメールを
送ったりする

92.8

91.4 7.1

4.8

1.5

2.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

へんだと思う
別にへんだと

思わない
無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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（１）メールの返信が遅いといつも怒る 

「別にへんだと思わない」は、中学生は女子 14.9％、男子 25.5％、高校生は女子 12.5％、男子 18.8％

となっています。 

 

（２）メールを勝手に見たり、メールアドレスを勝手に消したりする 

「別にへんだと思わない」は、中学生は女子 5.7％、男子 9.1％、高校生は女子 3.3％、男子

7.1％となっています。 

 

（３）だれとどこにいたのか、しつこく聞く 

「別にへんだと思わない」は、中学生は女子 14.4％、男子 21.2％、高校生は女子 12.5％、男

子 17.7％となっています。 

 

（４）友人とのつきあいをいやがったり、禁止したりする 

「別にへんだと思わない」は、中学生は女子 7.7％、男子 14.4％、高校生は女子 6.5％、男子

11.3％となっています。 

 

（５）言うことを聞かないと不機嫌になる  

「別にへんだと思わない」は、中学生は女子 11.9％、男子 21.6％、高校生は女子 7.1％、男子

18.4％となっています。 

 

（６）相手がいやがっているのに無理やりキスしたり、体をさわったりする 

「別にへんだと思わない」は、中学生は女子 2.1％、男子 3.4％、高校生は女子 2.7％、男子

7.1％となっています。 

 

（７）別れ話をしてもしつこくつきまとったり、いやな内容のメールを送ったりする 

「別にへんだと思わない」は、中学生は女子 2.6％、男子 4.8％、高校生は女子 3.0％、男子

7.1％となっています。 
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15．男女交際の中で起きる暴力のことを「デートＤＶ」といいます。なぐる、けるという

体への暴力だけではなく、言葉や態度で怖がらせたり、行動を制限したりすることも

デートＤＶです。あなたは、「デートＤＶ」という言葉を知っていますか。（○は１つ）       
＜中問 10・高問 11・大問８＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「知らない」は、中学生は女子 65.5％、男子 78.4％、高校生は女子 10.7％、男子 21.4％、大学

生は女性で 24.5％。男性 32.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【中学生】 N =

女　子 194

男　子 208 8.7

11.9

11.1

20.1

78.4

65.5

1.9

2.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10.611.98.7 15.220.111.1 72.065.578.4 2.22.61.9
0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている 聞いたことがある 知らない 無回答

【高校生】 N =

女　子 337

男　子 266 50.0

69.7

27.1

19.3

21.4

10.7

1.5

0.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

61.169.750.0 22.7 19.327.1 15.410.721.4 0.80.31.5
0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている 聞いたことがある 知らない 無回答

【大学生】 N =

女　性 94

男　性 125 42.4

55.3

22.4

20.2

32.8

24.5

2.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている
聞いたことが

ある
知らない 無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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16．あなたは、将来どのような仕事につきたいと思いますか。（○は３つまで）        
＜小問９・中問 11・高問 16・大問 15＞ 

単位：％ 

区分 
中学生 高校生 大学生 

女子 男子 女子 男子 女性 男性 
有効回答数（件） 194 208 337 266 94 125 

自動車・機械などのエンジニア 0.5 9.1 0.9 12.0 － 2.4 
コンピュータ関係の仕事 1.5 11.5 1.2 7.9 1.1 1.6 

建設業・大工など 1.5 7.7 0.9 6.8 － 2.4 

宇宙飛行士 － 1.9 1.5 2.3 － 3.2 

パイロット － 2.4 1.2 2.3 2.1 4.0 
 客室乗務員( キャビンアテンダント)  2.1 0.5 5.3 － 2.1 － 

自動車・電車の運転手 0.5 4.8 － 1.5 1.1 1.6 

動物の訓練士・飼育員 4.6 3.4 3.0 0.8 2.1 1.6 

農業・漁業・林業の分野で働く人 0.5 3.4 1.2 5.3 － 2.4 

消防士・レスキュー隊員 － 3.4 － 2.6 － 3.2 

自衛官 1.5 3.8 0.3 1.1 2.1 3.2 

医者 3.6 4.3 0.3 1.9 25.5 17.6 

看護師・理学療法士など病院で働く人 9.3 0.5 17.2 4.1 7.4 4.0 

薬剤師 3.6 2.9 3.0 3.4 12.8 16.8 

獣医 3.6 1.4 0.9 1.5 2.1 0.8 

介護福祉士など福祉施設で働く人 2.6 － 2.4 1.5 － － 

シェフ・調理師 5.7 5.3 3.3 2.6 4.3 3.2 

パティシエ・パン職人 10.3 6.3 4.7 1.9 3.2 2.4 

美容師・理容師 15.5 2.4 1.8 1.5 － 1.6 

学校の先生 3.6 5.3 8.6 12.8 10.6 9.6 

保育所（園）・幼稚園の先生 25.3 1.9 12.2 0.8 2.1 － 

研究者・大学教員 1.0 3.4 2.1 3.8 － 3.2 

会社員・銀行員 4.6 9.6 5.3 9.8 6.4 4.8 

スポーツ選手 4.6 23.6 － 2.6 1.1 4.8 

通訳・翻訳家 1.5 0.5 5.9 1.1 6.4 4.8 

公務員 7.7 10.1 9.5 15 4.3 8.8 

警察官・刑事 1.5 6.3 2.4 3.4 1.1 4.0 

弁護士・検察官・裁判官 2.6 2.4 0.9 2.3 1.1 0.8 

政治家 0.5 0.5 － 1.1 2.1 2.4 

新聞記者 0.5 0.5 0.3 － － － 

アナウンサー・レポーター 1.5 0.5 1.8 － 3.2 3.2 

画家・デザイナー 7.7 1.9 4.7 1.5 2.1 3.2 

ピアニストなどの音楽家 6.2 0.5 0.9 1.5 3.2 0.8 

バレエダンサーなどの舞踊家 1.0 0.5 1.2 － － － 

作家 0.5 1.0 0.3 1.1 
 

1.1 1.6 

マンガ家・イラストレーター 7.2 3.8 1.8 1.9 2.1 － 

歌手・俳優・タレント 7.2 5.3 4.2 2.3 2.1 2.4 

その他 13.4 6.3 13.1 11.7 19.1 19.2 

わからない・まだ考えていない 14.9 22.1 14.2 18.4 5.3 5.6 

無回答 4.1 5.3 4.2 4.1 4.3 6.4 

※ アンケート調査協力校のうち２校が医学・医療系大学となっています。 

 

 

小学生は自由記述のため、希望する主な職業を掲載します。 

<女子>・保育園幼稚園の先生  ・花屋、パン屋、カフェなどの「お店屋さん」 

・パティシエ  など 

<男子>・スポーツ選手（サッカー選手・プロ野球選手・バスケットボール選手等） 

・サラリーマン・ゲームに関係する仕事（ゲームクリエーター等） など 

 



Ⅲ 調査結果（小学生～大学生） 

140 

 

交際相手のいる（いた）人にお聞きします。 

17．あなたは、交際相手から次の（１）～（３）のようなことをされたことがありますか。

（○は各項目に１つ）＜高問 12・大問 10＞ 

 

 

 

 

〈女子（女性）〉    〈男子（男性）〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）なぐったり、けったり、物を投げつけたり、突き飛ばしたりするなどの身体に対する暴行を

受けた 

『あった』（「何度もあった」と「１～２度あった」の合計）は、高校生は女子 3.3％、男子 7.6％、

大学生は女性 15.4％、男性 13.4％となっています。 

 

（２）人格を否定するような暴言、交友関係を細かく監視する、なぐるふりをして脅すなどの 

精神的な嫌がらせを受けた 

『あった』は、高校生は女子 8.2％、男子 8.2％、大学生は女性 23.1％、男性 16.5％となって

います。 

 

（３）あなたがいやがっているのに性的な行為を強要された 

『あった』は、高校生は女子で 7.5％、男子で 3.0％、大学生は女性で 12.8％、男性で 13.4％

となっています。 

N =

高校生 242

大学生 78 12.8

96.7

84.6

2.6

0.8 2.5
0% 20% 40% 60% 80% 100% N = 

171

97

（１）
なぐったり、
けったり、物
を投げつけた
り、突き飛ば
したりするな
どの身体に対
する暴行を受
けた

9.3

92.4

86.6

4.1

2.9 4.7
0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

高校生 242

大学生 78

7.0

16.7

91.7

76.96.4

1.2
0% 20% 40% 60% 80% 100% N = 

171

97

（２）
人格を否定す
るような暴
言、交友関係
を細かく監視
する、なぐる
ふりをして脅
すなどの精神
的な嫌がらせ
を受けた

7.0

10.3

91.8

83.56.2

1.2
0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

高校生 242

大学生 78 9.0

92.1

85.9

3.8

2.1 5.4

1.3

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100% N = 

171

97

（３）
あなたがい
やがってい
るのに性的
な行為を強
要された 9.3

97.1

86.6

4.1

1.8 1.2
0% 20% 40% 60% 80% 100%

何度もあった １～２度あった まったくない 無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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17．で「何度もあった」「１～２度あった」と答えた人にお聞きします。 

18．あなたはそのことをどこ（だれ）かに相談しましたか。（○は１つ）＜高問 13・大問 11＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「相談しなかった」は、高校生は女子 64.3％、男子 81.0％、大学生は女性 40.9％、男性 50.0％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【高校生】 N =

女　子 28

男　子 21 19.0

35.7

81.0

64.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

30.035.719.0 70.064.381.0
0% 20% 40% 60% 80% 100%

相談した 相談しなかった 無回答

【大学生】 N =

女　性 22

男　性 18 50.0

54.5

50.0

40.9 4.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

52.554.550.0 45.040.950.0 2.54.5
0% 20% 40% 60% 80% 100%

相談した 相談しなかった 無回答

相談した 相談しなかった 無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%



Ⅲ 調査結果（小学生～大学生） 

142 

 

18．で「相談した」と答えた人にお聞きします。 

19．あなたはそのことをどこ（だれ）に相談しましたか。（○はいくつでも）         
＜高問 13-１・大問 11-1＞ 

※ 本データについては、サンプル数が少ないため参考値とします。 

 

【高校生】 

「友人・知人」が 13 件、「家族・親戚」が３件となっています。 

 

 

【大学生】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

％

枚方市配偶者暴力相談支援セ
ンター「ひらかたＤＶ相談室」

大阪府女性相談センター

大阪府中央子ども家庭センター

警察

人権擁護委員・法務局

市役所の相談窓口（１以外）

民間のカウンセラー・カウンセリ
ング機関

弁護士・弁護士会

医療関係者（医師・看護師など）

学校関係者（教員・スクールカ
ウンセラー・学生相談室等）

家族・親戚

友人・知人

その他

無回答

0.0

8.3

0.0

16.7

0.0

8.3

8.3

0.0

8.3

16.7

25.0

66.7

8.3

0.0

11.1

11.1

0.0

0.0

11.1

0.0

0.0

0.0

0.0

11.1

0.0

66.7

11.1

0.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

女　子（N = 12)

男　子（N = 9)
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ここからは全員が答えてください。 

20．夫または妻、あるいは恋人からの暴力（ＤＶ）に関して、次のような意見があります。

あなたの考えに近いものを選んでください。（○はいくつでも） ＜高問 14・大問 13＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「暴力を受けている人は逃げようと思えば、いつでも逃げ出せるはず」は、高校生は女子 13.1％、

男子 17.3％、大学生は女性 9.6％、男性 15.2％、「暴力をふるわれた人にも、何らかの原因がある

ので、暴力をふるう人を一方的には責められない」は、高校生は女子 13.1％、男子 15.4％、大学

生は女性 14.9％、男性 19.2％となっています。「どんな理由があろうと暴力をふるう人が悪い」は、

高校生は女子 61.1％、男子 43.2％、大学生は女性 59.6％、男性 40.8％となっています。 

 

％

暴力を受けている人は逃げようと
思えば、いつでも逃げ出せるは
ず
暴力をふるわれた人にも、何らか
の原因があるので、暴力をふるう
人を一方的には責められない

暴力をふるうのは、アルコールや
薬物のせいである

暴力をふるう人は、普段から他の
人たちに対しても暴力的である

ＤＶは夫婦げんかがエスカレート
したものである

暴力をふるわれて逃げ出さない
のは、その暴力が耐えられる程
度のものだからである

お互いに暴力をふるうこともあり、
お互い様である

ＤＶは夫婦（恋人）間のプライベー
トな問題なので、他人が介入しな
い方がよい

長い間一緒にいれば、徐々に暴
力はおさまるものである

なぐったりするのは、愛情表現の
ひとつである

どんな理由があろうと暴力をふる
う人が悪い

その他

わからない

無回答

9.6

14.9

18.1

13.8

7.4

7.4

4.3

4.3

2.1

6.4

59.6

1.1

7.4

6.4

15.2

19.2

8.0

23.2

11.2

3.2

2.4

3.2

1.6

1.6

40.8

4.8

15.2

5.6

0 20 40 60 80 100

【高校生】 【大学生】 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

女　子（N = 337)

男　子（N = 266)

％

暴力を受けている人は逃げようと
思えば、いつでも逃げ出せるは
ず
暴力をふるわれた人にも、何らか
の原因があるので、暴力をふるう
人を一方的には責められない

暴力をふるうのは、アルコールや
薬物のせいである

暴力をふるう人は、普段から他の
人たちに対しても暴力的である

ＤＶは夫婦げんかがエスカレート
したものである

暴力をふるわれて逃げ出さない
のは、その暴力が耐えられる程
度のものだからである

お互いに暴力をふるうこともあり、
お互い様である

ＤＶは夫婦（恋人）間のプライベー
トな問題なので、他人が介入しな
い方がよい

長い間一緒にいれば、徐々に暴
力はおさまるものである

なぐったりするのは、愛情表現の
ひとつである

どんな理由があろうと暴力をふる
う人が悪い

その他

わからない

無回答

13.1

13.1

10.7

10.1

8.9

2.1

1.8

2.7

1.5

61.1

3.9

12.8

4.5

17.3

15.4

12.4

19.2

10.9

5.6

3.0

4.1

2.6

1.1

43.2

3.0

14.7

7.5

0 20 40 60 80 100

0.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

女　性（N = 94)

男　性（N = 125)
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【高校生・過去の調査との比較】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈女 子〉 〈男 子〉 
％

暴力を受けている人は逃げようと
思えば、いつでも逃げ出せるは
ず

暴力をふるわれた人にも、何らか
の原因があるので、暴力をふるう
人を一方的には責められない

暴力をふるうのは、アルコールや
薬物のせいである

暴力をふるう人は、普段から他の
人たちに対しても暴力的である

ＤＶは夫婦げんかがエスカレート
したものである

暴力をふるわれて逃げ出さない
のは、その暴力が耐えられる程
度のものだからである

お互いに暴力をふるうこともあり、
お互い様である

ＤＶは夫婦（恋人）間のプライベー
トな問題なので、他人が介入しな
い方がよい

長い間一緒にいれば、徐々に暴
力はおさまるものである

なぐったりするのは、愛情表現の
ひとつである

どんな理由があろうと暴力をふる
う人が悪い

その他

わからない

無回答

13.1

13.1

10.7

10.1

8.9

2.1

1.8

2.7

1.5

61.1

3.9

12.8

4.5

12.4

10.3

13.8

10.3

4.8

5.5

3.4

1.4

1.4

4.8

53.8

2.8

21.4

3.4

0 20 40 60 80

3.4

0 10 20 30 40 50 60 70 80

平成26年度調査
（N = 337）

平成22年度調査
（N = 145）

％

暴力を受けている人は逃げようと
思えば、いつでも逃げ出せるは
ず

暴力をふるわれた人にも、何らか
の原因があるので、暴力をふるう
人を一方的には責められない

暴力をふるうのは、アルコールや
薬物のせいである

暴力をふるう人は、普段から他の
人たちに対しても暴力的である

ＤＶは夫婦げんかがエスカレート
したものである

暴力をふるわれて逃げ出さない
のは、その暴力が耐えられる程
度のものだからである

お互いに暴力をふるうこともあり、
お互い様である

ＤＶは夫婦（恋人）間のプライベー
トな問題なので、他人が介入しな
い方がよい

長い間一緒にいれば、徐々に暴
力はおさまるものである

なぐったりするのは、愛情表現の
ひとつである

どんな理由があろうと暴力をふる
う人が悪い

その他

わからない

無回答

17.3

15.4

12.4

19.2

10.9

5.6

3.0

4.1

2.6

1.1

43.2

3.0

14.7

7.5

17.8

12.3

15.3

21.3

10.7

5.7

3.6

4.4

3.8

4.1

48.1

3.0

26.0

3.3

0 20 40 60 80

0 10 20 30 40 50 60

平成26年度調査
（N = 266）

平成22年度調査
（N = 366）
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【大学生・過去の調査との比較】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈女 性〉 〈男 性〉 
％

暴力を受けている人は逃げようと思え
ば、いつでも逃げ出せるはず

暴力をふるわれた人にも、何らかの原
因があるので、暴力をふるう人を一方
的には責められない

暴力をふるうのは、アルコールや薬物
のせいである

暴力をふるう人は、普段から他の人た
ちに対しても暴力的である

ＤＶは夫婦げんかがエスカレートしたも
のである

暴力をふるわれて逃げ出さないのは、
その暴力が耐えられる程度のものだ
からである

お互いに暴力をふるうこともあり、お互
い様である

ＤＶは夫婦（恋人）間のプライベートな
問題なので、他人が介入しない方がよ
い

長い間一緒にいれば、徐々に暴力は
おさまるものである

なぐったりするのは、愛情表現のひと
つである

どんな理由があろうと暴力をふるう人
が悪い

その他

わからない

無回答

9.6

14.9

18.1

13.8

7.4

7.4

4.3

4.3

2.1

6.4

59.6

1.1

7.4

6.4

12.4

10.3

13.8

10.3

4.8

5.5

3.4

1.4

1.4

4.8

53.8

2.8

21.4

3.4

0 20 40 60

％

暴力を受けている人は逃げようと思え
ば、いつでも逃げ出せるはず

暴力をふるわれた人にも、何らかの原
因があるので、暴力をふるう人を一方
的には責められない

暴力をふるうのは、アルコールや薬物
のせいである

暴力をふるう人は、普段から他の人た
ちに対しても暴力的である

ＤＶは夫婦げんかがエスカレートしたも
のである

暴力をふるわれて逃げ出さないのは、
その暴力が耐えられる程度のものだ
からである

お互いに暴力をふるうこともあり、お互
い様である

ＤＶは夫婦（恋人）間のプライベートな
問題なので、他人が介入しない方がよ
い

長い間一緒にいれば、徐々に暴力は
おさまるものである

なぐったりするのは、愛情表現のひと
つである

どんな理由があろうと暴力をふるう人
が悪い

その他

わからない

無回答

15.2

19.2

8.0

23.2

11.2

3.2

2.4

3.2

1.6

1.6

40.8

4.8

15.2

5.6

17

12.7

12.4

16.2

7.3

5.4

2.7

4.2

1.9

1.5

43.6

3.9

23.2

3.1

0 20 40 60

0 10 20 30 40 50 60 70 80

平成26年度調査
（N = 94）

平成22年度調査
（N = 145）

0 20 40 60 0 10 20 30 40 50 60

平成26年度調査
（N = 125）

平成22年度調査
（N = 259）
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％

枚方市配偶者暴力相談支援
センター「ひらかたＤＶ相談
室」

大阪府女性相談センター

大阪府中央子ども家庭セン
ター

警察

人権擁護委員・法務局

弁護士・弁護士会

民間の相談機関

先生・スクールカウンセラー
など

その他

１つも知らない

無回答

28.2

19.9

4.7

32.9

2.1

4.7

6.2

21.7

4.2

15.1

5.6

21.1

7.1

4.1

38.3

4.1

16.5

9.0

18.0

4.1

22.2

7.1

0 20 40 60

21．もしも、あなたの友人や知人が、夫または妻、あるいは恋人から暴力を受けていると

したら、あなたはどの窓口に相談することをすすめますか。（○はいくつでも）       
＜高問 15・大問 12＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【高校生】 【大学生】 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

女　子（N = 337)

男　子（N = 266)

％

枚方市配偶者暴力相談支援
センター「ひらかたＤＶ相談
室」

大阪府女性相談センター

大阪府中央子ども家庭セン
ター

警察

人権擁護委員・法務局

弁護士・弁護士会

民間の相談機関

教員・学生相談室

その他

１つも知らない

無回答

20.2

21.3

4.3

53.2

2.1

11.7

9.6

22.3

3.2

14.9

2.1

20.0

12.0

8.0

47.2

7.2

15.2

15.2

13.6

7.2

9.6

5.6

0 20 40 60

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

女　性（N = 94)

男　性（N = 125)
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22．あなたは、恋人同士の間で次の（１）～（６）のようなことが行われた場合、暴力に

あたると思いますか。（○は各項目に１つ）＜大問９＞ 

 

 

 

<女性>（N =94）      <男性>（N =125） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）相手が自分の言うとおりにしなければ、不機嫌になる 

大学生で、「暴力にあたると思わない」は、女性 42.6％、男性 42.4％、「暴力にあたる場合も

そうでない場合もあると思う」は、女性 50.0％、男性 46.4％となっています。 

  

（２）許可なく、携帯の送受信の履歴をチェックしたり、アドレスを消したりする 

大学生で、「暴力にあたると思わない」は、女性 21.3％、男性 24.0％、「暴力にあたる場合も

そうでない場合もあると思う」は、女性 53.2％、男性で 36.8％となっています。 

 

（３）頻繁に携帯で電話をかけて、居場所や会っている人のことを尋ねる 

大学生で、「暴力にあたると思わない」は、女性 25.5％、男性 29.6％、「暴力にあたる場合もそう

でない場合もあると思う」は、女性 43.6％、男性 33.6％となっています。 

 

（４）「別れるなら自殺する」とメールを送る 

大学生で、「暴力にあたると思わない」は、女性 19.1％、男性 15.2％、「暴力にあたる場合も

そうでない場合もあると思う」は、女性 21.3％、男性 23.2％となっています。 

 

（５）避妊に協力しない 

大学生で、「暴力にあたると思わない」は、女性 9.6％、男性 10.4％、「暴力にあたる場合もそ

うでない場合もあると思う」は、女性 22.3％、男性 29.6％となっています。 

 

（６）相手の合意を得ないで、一方的に性行為を行う 

大学生で、「暴力にあたると思わない」は、女性 9.6％、男性 8.8％、「暴力にあたる場合もそ

うでない場合もあると思う」は、女性 12.8％、男性 16.0％となっています。 

7.4

25.5

30.9

59.6

67.0

76.6

50.0

53.2

43.6

21.3

22.3

12.8

42.6

21.3

25.5

19.1

9.6

9.6 1.1

1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（１）

（２）

（３）

（４）

（５）

（６）

避妊に協力しない

相手の合意を得ないで、一
方的に性行為を行う

頻繁に携帯で電話をかけ
て、居場所や会っている人
のことを尋ねる

相手が自分の言うとおりに
しなければ、不機嫌になる

許可なく、携帯の送受信の
履歴をチェックしたり、ア
ドレスを消したりする

「別れるなら自殺する」と
メールを送る

8.8

36.8

34.4

59.2

57.6

72.8

46.4

36.8

33.6

23.2

29.6

16.0

42.4

24.0

29.6

15.2

10.4

8.8 2.4

2.4

2.4

2.4

2.4

2.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

どんな場合でも
暴力にあたる

と思う

暴力にあたる
場合もそうでな
い場合もあると

思う

暴力にあたると
は思わない

無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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23．あなたは、夫婦の役割分担としてどのようなあり方が望ましいと考えますか。 

（○は１つ）＜大問 14＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大学生で、「結婚後、子どもが生まれても妻は仕事をやめないで、仕事と家事と子育てを夫婦で

協力して行う」は、女性 51.1％、男性 40.0％、「結婚後、子どもが生まれたら妻は仕事を一旦やめ

て、子どもが大きくなったら再就職する」は女性 30.9％、男性 20.8％、「結婚したら、妻は仕事を

やめて、夫は仕事、妻は家事・育児というように分担する」は、女性 5.3％、男性 13.6％となって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【大学生】 N =

女　性 94

男　性 125 40.0

51.1

20.8

30.9

13.6

5.3

1.6

3.2

5.6

3.2

15.2

4.3

3.2

2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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24．男女共同参画を推進していくために、学校で行うとよいと思うものはどれですか。   

（○はいくつでも）＜大問 16＞ 

 

 

【大学生】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大学生で割合の高いものは、「学校生活の中で、性別による固定的な役割分担を行わない」（女性

50.0％、男性 36.0％）、「進路指導や職業観の育成について、男女の区別なく能力を生かせるよう配

慮する」（女性 37.2％、男性 36.0％）、「男女平等の意識を育てる授業をする」（女性 34.0％、男性

29.6％）となっています。 

％

学校生活の中で、性別による固定的
な役割分担を行わない

進路指導や職業観の育成について、
男女の区別なく能力を生かせるよう配
慮する

男女平等の意識を育てる授業をする

男女平等についての理解が深まるよう
に教職員に研修を行う

校長や教頭に女性を増やしていく

保護者に対して、様々な機会を通じて
男女平等に対する理解を促す

その他

学校教育の中でする必要はない

わからない

すでに男女が平等に参画できていると
思う

無回答

50.0

37.2

34.0

23.4

23.4

13.8

4.3

4.3

6.4

1.1

1.1

36.0

36.0

29.6

19.2

7.2

12.8

3.2

8.0

12.0

5.6

4.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

50.0
37.2

34.0
23.4
23.4

13.8
4.3
4.3
6.4

1.1
1.1

36.0
36.0

29.6
19.2

7.2
12.8

3.2
8.0

12.0
5.6

4.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

女　性（N = 94)

男　性（N = 125)
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【過去の調査との比較】 

【大学生】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 平成 22 年度調査では「男性の労働時間を短縮し、家事・育児に関わる時間をつくる」「学校で男女

平等教育を行う」「すでに男女が平等に参画できていると思う」の選択肢はありません。 

 

％

法律や制度を改める

社会通念・慣習・しきたりを改める

女性が経済的に自立する

女性が意識を改革する

男性が意識を改革する

男性の労働時間を短縮し、家事・育児
に関わる時間をつくる

子どものころから家庭で男女平等の意
識を身につけさせる

学校で男女平等教育を行う

育児や介護を支援する施設やサービ
スの充実を図る

職場において賃金や昇進などの格差
をなくす

政府や企業などの重要な役職に一定
の割合で女性を登用する制度を採
用、充実する

その他

わからない

すでに男女が平等に参画できていると
思う

無回答

23.2

32.0

8.0

22.4

32.8

13.6

15.2

24.0

17.6

16.8

9.6

4.0

13.6

6.4

4.8

18.9

32.0

12.4

21.6

30.5

15.4

17.0

20.5

7.7

2.3

20.1

6.2

0 20 40 60
％

法律や制度を改める

社会通念・慣習・しきたりを改める

女性が経済的に自立する

女性が意識を改革する

男性が意識を改革する

男性の労働時間を短縮し、家事・育児
に関わる時間をつくる

子どものころから家庭で男女平等の意
識を身につけさせる

学校で男女平等教育を行う

育児や介護を支援する施設やサービ
スの充実を図る

職場において賃金や昇進などの格差
をなくす

政府や企業などの重要な役職に一定
の割合で女性を登用する制度を採
用、充実する

その他

わからない

すでに男女が平等に参画できていると
思う

無回答

31.9

34.0

23.4

34.0

37.2

28.7

40.4

29.8

42.6

37.2

28.7

4.3

6.4

1.1

4.3

21.4

29.7

19.3

19.3

21.4

13.8

18.6

25.5

19.3

0.7

18.6

4.8

－

－

－

0 20 40 60

〈女 性〉 〈男 性〉 

0 20 40 60
0 10 20 30 40 50 60

平成26年度調査
（N = 94）

平成22年度調査
（N = 145）

0 10 20 30 40 50 60

平成26年度調査
（N = 125）

平成22年度調査
（N = 259）

－

－
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25．男女がともに働きやすい社会の環境をつくるためには、どのようなことが必要だと思

いますか。（○はいくつでも）＜大問 17＞ 

 

【大学生】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大学生で割合の高いものは、女性では「育児休業や介護休業をだれもが利用しやすくする」60.6％、

「男女で家事労働（育児・介護含む）を平等に分担する」48.9％、「職場での男女の昇進や賃金等

の格差をなくす」47.9％、男性では「育児休業や介護休業をだれもが利用しやすくする」38.4％、

「男女で家事労働（育児・介護含む）を平等に分担する」32.8％、「男女の雇用機会を均等にする」

29.6％となっています。 

 

 

％

男女で家事労働（育児・介護含む）を平等に
分担する

育児休業や介護休業をだれもが利用しやす
くする

保育所や留守家庭児童会室などの育児環
境を充実し、だれもが利用できるようにする

ホームヘルパーや介護施設などを充実し、
だれもが利用できるようにする

労働時間の短縮を図る

男女の雇用機会を均等にする

職場での男女の昇進や賃金等の格差をなく
す

パートタイム労働者や派遣労働者の労働条
件を向上させる

職場におけるハラスメント防止に努める

その他

わからない

すでに男女がともに働きやすい社会になっ
ていると思う

無回答

48.9

60.6

37.2

25.5

22.3

44.7

47.9

28.7

38.3

4.3

6.4

3.2

1.1

32.8

38.4

21.6

16.8

19.2

29.6

23.2

16.0

25.6

4.8

12.0

6.4

4.8

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

女　性（N = 94)

男　性（N = 125)
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26．今後、社会のあらゆる分野で男女共同参画を推進するためには、どのようなことが  

必要だと思いますか。（○はいくつでも）＜大問 18＞ 

 

【大学生】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 大学生で割合の高いものは、女性では「育児や介護を支援する施設やサービスの充実を図る」

42.6％、「子どものころから家庭で男女平等の意識を身につけさせる」40.4％、「男性が意識を改革

する」「職場において賃金や昇進などの格差をなくす」37.2％、男性では「男性が意識を改革する」

32.8％、「社会通念・慣習・しきたりを改める」32.0％、「学校で男女平等教育を行う」24.0％とな

っています。 

 

％

法律や制度を改める

社会通念・慣習・しきたりを改める

女性が経済的に自立する

女性が意識を改革する

男性が意識を改革する

男性の労働時間を短縮し、家事・育児
に関わる時間をつくる

子どものころから家庭で男女平等の意
識を身につけさせる

学校で男女平等教育を行う

育児や介護を支援する施設やサービス
の充実を図る

職場において賃金や昇進などの格差を
なくす

政府や企業などの重要な役職に一定
の割合で女性を登用する制度を採用、
充実する

その他

わからない

すでに男女が平等に参画できていると
思う

無回答

31.9

34.0

23.4

34.0

37.2

28.7

40.4

29.8

42.6

37.2

28.7

4.3

6.4

1.1

4.3

23.2

32.0

8.0

22.4

32.8

13.6

15.2

24.0

17.6

16.8

9.6

4.0

13.6

6.4

4.8

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

女　性（N = 94)

男　性（N = 125)


